

















































































































　　　【資料 1 － 1】白馬会展の概要
明治 2（ 年（1（（（）　10 月７日〜 11 月 （0 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第１回展	 出品目録：「第一回白馬会展覧会出品目録」『光風』第 （ 号、明治 （（ 年 11 月
画　　集：刊行されず
出品点数：210 点（『光風』第４号）
※『光風』第 （ 号では会期は 10 月７日〜 11 月 2（ 日とあるが、『毎日新聞』明治 2（ 年 11 月 （ 日および『報知新聞』
明治 2（ 年 11 月 2（ 日によると 11 月 （0 日まで会期延長とある。
明治 （0 年（1（（（）　10 月 2（ 日〜 12 月５日　上野公園元内国勧業博覧会跡第５号館
第２回展	 出品目録：「第二回白馬会展覧会出品目録」『光風』第 2 年第１号、明治 （（ 年 1 月
画　　集：刊行されず
出品点数：2（（ 点（『光風』第 2 年第１号）
※『光風』第 2 年第１号では会期は 10 月 2（ 日〜 12 月５日とあるが、『東京朝日新聞』明治 （0 年 10 月 2（ 日によ
れば 10 月 2（ 日開会とある。
明治 （1 年（1（（（）　10 月 （ 日〜 12 月 10 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第 （ 回展	 出品目録：1）「第三回白馬会展覧会出品目録」『洋画新彩』、画報社、明治 （1 年 12 月
　　　　　　　　　　2）「第三回白馬会展覧会出品目録」『光風』第２年第４号、明治 （（ 年 10 月
画　　集：『洋画新彩』、画報社、明治 （1 年 12 月
出品点数：（（1 点（『光風』第 2 年第４号）
※『光風』第 2 年第 （ 号では会期は 10 月 （ 日〜 11 月 20 日とあるが、『毎日新聞』明治 （1 年 10 月 1（ 日によれば
10 月 （ 日開会とあり、『毎日新聞』明治 （1 年 11 月 2（ 日によれば 12 月 10 日まで会期延長とある。
※出品目録の 1）と 2）では内容が少し異なる。
明治 （2 年（1（（（）　10 月 10 日〜 11 月 20 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第４回展	 出品目録：「第四回白馬会展覧会出品目録」『光風』第４年第２号、明治 （1 年 12 月
画　　集：刊行されず
出品点数：（（（ 点（『光風』第 （ 年第 2 号）
※『光風』第 （ 年第 2 号では会期は 10 月 10 日〜 11 月 20 日とあるが、『読売新聞』明治 （2 年 10 月 1（ 日によれ
ば 10 月 11 日開会とある。
明治 （（ 年（1（00）　（ 月 20 日〜 10 月 2（ 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第 （ 回展	 出品目録：「白馬会第五回展覧会目録」
画　　集：刊行されず
出品点数：（2（ 点（「白馬会第五回展覧会目録」）
※「白馬会第五回展覧会目録」では会期は９月 20 日〜 10 月 2（ 日までとあるが、『二六新報』明治 （（ 年 10 月 2（
日によれば 10 月 2（ 日まで会期延長とある。




※『都新聞』明治 （（ 年 10 月 20 日によれば 10 月 1（ 日開会とある。


















明治 （（ 年（1（02）　（ 月 20 日〜 10 月 2（ 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第 （ 回展　出品目録：「第七次白馬会展覧会出品目録」
画　　集：『白馬会画集』、普及舎、明治 （（ 年 10 月
出品点数：（（（ 点（「第七次白馬会展覧会出品目録」）
明治 （（ 年（1（0（）　（ 月 1（ 日〜 10 月 2（ 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第５号館
第 （ 回展	 出品目録：『第八回白馬会展覧会出品目録』、精華書院、明治 （（ 年 （ 月
画　　集：『白馬会新作集』（第１輯－第３輯）、精華書院、明治 （（ 年 10 月
出品点数：（（1 点（『第八回白馬会展覧会出品目録』）
明治 （（ 年（1（0（）　（ 月 22 日〜 11 月 1（ 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第 （ 回展	 出品目録：未確認
画　　集：未確認
出品点数：「二百余点」（『東京朝日新聞』明治 （（ 年 10 月 22 日）、「三百余点」（『萬朝報』明治 （（ 年 10 月 （ 日）、
「総数二百八十一点」（『美術新報』明治 （（ 年 10 月 20 日）
※白馬会第 （ 回展の画集は未確認であるが、『美術新報』明治 （（ 年 10 月 20 日に『明治三十七年白馬会新作集』、
精華書院の近刊広告記事あり。
明治 （（ 年（1（0（）　（ 月 2（ 日〜 10 月 2（ 日　上野公園元内国勧業博覧会跡第 （ 号館
第 10 回展	出品目録：「白馬会創立十年紀念絵画展覧会出品目録」『紀念画集　白馬会』、金尾文淵堂、明治 （（ 年
10 月
画　　集：『紀念画集　白馬会』、金尾文淵堂、明治 （（ 年 10 月
出品点数：新作 2（2 点、記念品 2（1 点、計 （（（ 点（『記念画集　白馬会』）
※『紀念画集　白馬会』では会期は９月 22 日〜 10 月 2（ 日とあるが、『東京朝日新聞』明治 （（ 年 （ 月 （0 日、『中
央新聞』明治 （（ 年 （ 月 2（ 日、『美術新報』明治 （（ 年 10 月 20 日では９月 2（ 日開会とあり、『美術新報』明治 （（
年 10 月 20 日では 10 月 2（ 日閉会とある。
明治 （0 年（1（0（）　10 月 （ 日〜 11 月 10 日　上野公園元東京勧業博覧会第２号館南部　
第 11 回展	出品目録：「白馬会第拾壱回展覧会出品目録」『光風』第３年第 2 号、明治 （0 年 12 月
画　　集：『光風』第 （ 年第 2 号、明治 （0 年 12 月
　　　　　出品点数：（2（ 点（『光風』第 （ 年第 2 号）
※『光風』第 （ 年第 2 号では会期は 10 月 （ 日〜 11 月 10 日とあるが、『読売新聞』明治 （0 年 10 月 （ 日および『美
術新報』明治 （0 年 10 月５日では 10 月 （ 日開会とあり、『都新聞』明治 （0 年 10 月 （0 日によれば 11 月 1（ 日まで
会期延長とある。




明治 （（ 年（1（10）　（ 月 10 日〜６月 20 日　上野公園竹之台陳列館北部
第 1（ 回展	出品目録：1）「白馬会第拾参回絵画展覧会出品目録」
　　　　　　　　　　2）「白馬会第拾参回絵画展覧会出品目録」『庚戌白馬会画集』、画報社、明治 （（ 年 （ 月
画　　集：『庚戌白馬会画集』、画報社、明治 （（ 年 （ 月
出品点数：（（（ 点（『庚戌白馬会画集』）
※『国民新聞』明治 （（ 年 （ 月 12 日によれば （ 月 11 日より一般公開。
※出品目録の 1）と 2）では内容が多少異なる。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































会』全三巻、ゆまに書房、平成十三年（二〇〇一）十 月。ちなみにこの資料集では、明治三十六年白馬会第八回展については、 白馬会新作集』 （第一輯

第三輯） 、

















宅を訪問した際の調査の成果にもとづく。調査にあたって、高木聰氏とご家族の皆様と調査に協力してくださった天草テレビの金子寛昭氏に深く感謝申しあげたい。また、本稿をなすに先だち、平成二十五年九月二十四日、東京文化財研究所企画情報部研究会において「新出資料紹介『第八回白馬会展覧会出品目録』 」と題して行った研究発表の一部を骨子とする。その際 、同研究所の研究員の皆様に多くの教示や助言をい だいた。記してお礼申しあげたい。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（精華書院、一九〇三年）に記載される出品作品の一覧であるが、当時の諸新聞、雑誌等の展覧会記事、展覧会評などにより、次のような作品目で記載される作品が出品されていたようである。参考までに掲げておく。「緑蔭」岡田三郎助、 「夕景」小林萬吾、 「薔薇花」湯浅一郎、「水仙」湯浅一郎、 「舞妓」中沢弘光、 「四條納涼」中沢弘光、「五條」中沢弘光、 「北越汽車中のスケッチ」中沢弘光、 「三
島」中沢弘光、 「御油」中沢弘光、 「舞坂」中沢弘光「浜松」中沢弘光。 「御堂の花」 中沢弘光、 「スケッチ」 中沢弘光、 「月空」 磯野吉雄、 「モザイク製レムブラント肖像」 中丸精十郎、「読書」岡吉枝、 「スケッチ」
　　
岡吉枝、 「風景」大八木一
郎「 （日の出） 」三宅克已、 「 （コロンボ埠頭） 三宅克已、 春」三宅克己、 「若草山 亀山克巳 夏の海」吉田六桜
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